
校
長
訓
話 

第
一
〇
一
回 

校
長 

草
地
博
昭 

「
次
の
世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
も
の
」 

 

「
な
せ
ば
な
る
、
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
な

に
ご
と
も
」 

多
く
の
方
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
が
、
誰
が
ど
ん
な
環

境
の
中
で
、
こ
の
言
葉
を
使
い
、
残
し
た
と

い
う
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
言
葉
を
言
っ
た
の
は
「
上
杉
鷹
山
」

と
い
う
江
戸
時
代
中
期
の
米
沢
藩
主
、
今
の

山
形
県
米
沢
地
方
を
治
め
、
藩
の
困
窮
を
立

て
直
し
た
名
君
と
し
て
、
今
で
も
米
沢
市
民

に
愛
さ
れ
、
そ
し
て
学
び
継
が
れ
て
い
る
人

物
で
す
。
ア
メ
リ
カ
第
35
代
大
統
領
ケ
ネ

デ
ィ
が
、
「
尊
敬
す
る
日
本
人
は
？
」
と
い

う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
、
取
り
挙
げ
た
こ

と
で
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
仕
事
柄
、
あ
ち
こ
ち
の
地
域
に
伺
い

ま
す
。
そ
こ
で
学
ぶ
の
は

新
の
政
策
で
す

が
、
駅
の
構
内
、
近
く
の
公
園
を
歩
く
だ
け

で
も
伝
わ
っ
て
く
る
、
街
や
市
民
の
雰
囲
気

を
学
ぶ
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
魅
力
が
高
い
な
と
か
、
文
化

度
が
高
い
な
と
感
じ
る
街
に
共
通
し
て
い

る
の
は
、
冒
頭
の
「
為
せ
ば
成
る
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
温
故
知
新
」
、
地
域
か
ら
輩

出
し
た
偉
人
や
言
葉
を
大
切
に
し
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
や
生
涯
教
育
に
そ
の
精
神
が

根
付
い
て
い
る
街
で
す
。
例
え
ば
福
井
市
は

橋
本
佐
内
、
鹿
児
島
「
郷
中
教
育
」
な
ど
に

そ
の
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。 

翻
っ
て
私
た
ち
の
住
む
街
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。 

「
め
だ
か
の
学
校
」
の
次
の
時
代
へ
の
新

し
い
一
歩
で
あ
る
、
一
〇
一
回
の
校
長
に
任

命
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
こ
こ
に
入
学
し
、

一
メ
ダ
カ
と
し
て
在
学
し
続
け
て
い
ま
す

が
、
私
自
身
、
こ
の
街
の
「
次
の
時
代
に
残

し
た
い
も
の
」
は
、
ま
さ
に
「
め
だ
か
生
」

の
皆
さ
ん
の
存
在
で
あ
り
、
生
涯
学
び
続
け

る
姿
勢
と
精
神
、
こ
こ
に
「
め
だ
か
」
の
可

能
性
を
大
い
に
か
ん
じ
て
い
ま
す
。「
継
続
」

が
文
化
に
な
り
ま
す
。
後
世
に
残
る
「
学
び

舎
」
と
し
て
私
た
ち
、
楽
し
み
な
が
ら
学
び

続
け
た
い
も
の
で
す
(^^) 

        

      

                              

平成 30 年 8 月 1 日 

第 101 号 
学舎：周智郡森町一宮 

「一宮総合センター」 

事務局：静岡県磐田市

     家田 529-20

TEL:0539-62-6691 

めだかの学校伝言板 
第 101 回めだかの学校を開校するので出席しなさい。 

校 長／草地博昭 

教 頭／喜瀬川はつ枝 

用務員／永野貴嗣 

給食係／大久保陽・村木謙弌・大谷香代子・今村純子 

山中幸子・尾上美智子・中村やす代・田村進治

    喜瀬川はつ枝・池田タキ江・渡辺三ツ子(チーフ)

    ※お手伝いできる人はぜひ早めにお出かけを！ 

＜学舎＞静岡県周智郡森町一宮「一宮総合センター」 

TEL：0538-89-7730(開校日のみ) 

開校日／平成 30 年 9 月 7日（金）6：20ＰＭより 
受 付／大場敬子・大橋町代・大杉昌弘・榊原幸雄（後見人）

26 期通年テーマ：『今を感じつつ、新
．
たな年

．
は「ハヤブサ

号
．
」のように…』 

今回のテーマ：≪心に欲するところに従いて矩(のり)を踰

(こ)えず、う～ん難しい≫ 
＜時間割＞ 

― 26 期 期初 特別授業 1 時限 50 分 ― 

●1時間目 体育？それとも生涯学習？ 

川島安一 先生（磐田市） 

「古希爺 沙漠を走る」 

 ●給食の時間～マツタケご膳？～  

9：30 閉校

開
校
一
〇
〇
回
記
念 

カ
ラ
ー
別
刷
４
頁
特
別
号



    

■
「
か
が
り
火
」
と
「
め
だ
か
の
学
校
」 

『
か
が
り
火
』
は
、
「
め
だ
か
の
学
校
」
よ
り

も
ち
ょ
っ
と
だ
け
古
く
、
創
刊
31
年
目
に
な
る
。

過
疎
化
や
高
齢
化
、
人
口
減
少
で
悩
む
地
域
を
取

材
し
て
き
た
。
ざ
っ
と
計
算
し
て
も
訪
ね
た
地
域

は
１
５
０
０
カ
所
、
取
材
し
た
人
は
２
０
０
０
人

近
く
に
な
る
だ
ろ
う
。
日
本
は
な
ぜ
こ
う
い
う
い

び
つ
な
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
私
な
り

に
得
た
一
つ
の
結
論
が
あ
る
。
戦
後
、
日
本
は
敗

戦
か
ら
立
ち
直
り
、
生
産
力
を
回
復
さ
せ
、
先
進

国
に
追
い
つ
く
た
め
に
地
方
の
労
働
力
を
都
市

に
集
中
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
農
村
は
遅
れ
て
い
て

発
展
性
の
な
い
地
域
だ
と
直
接
間
接
に
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
を
行
っ
て
、
田
舎
を
捨
て
、
都
市
に
住
む

こ
と
を
慫
慂
し
た
。
今
じ
ゃ
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

だ
が
、
田
舎
で
は
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
え
ず
祈
禱
師
で
直
そ
う
と
し
て

い
る
と
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
都

市
へ
の
憧
れ
を
掻
き
立
て
る
た
め
に
教
育
、
マ
ス

コ
ミ
、
映
画
、
歌
謡
曲
、
漫
画
、
あ
ら
ゆ
る
ツ
ー

ル
が
総
動
員
さ
れ
た
。
田
舎
者
は
教
養
の
な
い
、

が
さ
つ
な
人
間
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。 

近
年
、
都
市
と
地
方
の
格
差
に
愕
然
と
し
た
政

府
は
、
地
方
再
生
や
地
域
づ
く
り
協
力
隊
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
政
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
焼
け
石
に
水

の
感
が
あ
る
。
根
本
的
な
原
因
に
つ
い
て
の
考
察

が
欠
け
て
い
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
地
域
へ
の
敬
意

が
な
い
と
こ
ろ
に
発
展
性
も
永
続
性
も
生
ま
れ

な
い
こ
と
に
気
が
付
い
て
い
な
い
。 

「
め
だ
か
の
学
校
」
25
周
年
、
な
ぜ
か
く
も

長
く
続
い
た
か
。
榊
原
幸
雄
事
務
局
長
の
努
力
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
集
う
人
た
ち
同
士
に
敬
意
が

存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
家
柄
や
財
産
、
学

歴
な
ど
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
が
、
肩
書
で
差
別

し
た
り
色
眼
鏡
で
み
る
よ
う
な
人
は
い
な
い
。
相

手
の
仕
事
や
生
き
方
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
る
。

一
部
の
イ
ン
テ
リ
や
資
産
家
が
上
座
に
座
る
団

体
で
は
決
し
て
続
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

そ
れ
に
も
う
一
つ
、
他
人
が
話
を
し
て
い
る
時

は
私
語
を
慎
む
と
い
う
ル
ー
ル
も
大
き
い
。
人
が

話
し
て
い
る
時
、
隣
の
人
と
話
を
し
よ
う
も
の
な

ら
「
コ
ラ
ぁ
！ 

そ
こ
で
喋
っ
て
い
る
の
は
誰

だ
！
」
と
叱
責
が
飛
ん
で
く
る
会
は
珍
し
い
。
な

ご
や
か
な
談
笑
と
他
人
の
ス
ピ
ー
チ
に
耳
を
傾

け
る
切
り
替
え
が
、
自
然
に
行
わ
れ
る
会
は
国
民

栄
誉
賞
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

（
菅
原
歓
一
メ
ダ
カ
） 

 

■
第
16

回
全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流
会

in
熊
本
玉
名 

２
０
１
８
年
７
月
27
日(

金)

～
29
日(

日)

の

３
日
間
、
熊
本
県
玉
名
市
で
「
第
16
回
全
国
ま

ち
づ
く
り
交
流
会
in
玉
名
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
「
め
だ
か
の
学
校
」
か
ら
は
菅
原
歓
一
メ
ダ

カ
、
村
松
達
雄
メ
ダ
カ
、
溝
口
久
メ
ダ
カ
ら
が
参

加
。
「
第
１
０
１
回
め
だ
か
の
学
校
だ
よ
り
」
に

は
、
掲
載
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
次
回
で
報
告
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！
。 

な
お
、
第
17
回
全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
は
、

来
年
福
島
県
飯
舘
村
で
開
催
予
定
で
す
。 

 ■
第
36
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修

交
流
会
福
島
大
会
～
未
来
を
拓
く
地
域

づ
く
り
～ 

第
36
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会

福
島
大
会
「
ふ
く
し
ま
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
～
未

来
を
拓
く
地
域
づ
く
り
～
」
が
、
平
成
30
年
11
月

16
日(

金)

～
18
日(

日)

の
３
日
間
、
福
島
県
双

葉
郡
楢
葉
町
の
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
内
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
る
。
全
体
交
流
会
は
、
16
日
18:

00
～

20:

00
、
全
体
会
は
17
日
９:

30
～
12:

00
。 

分
科
会
は
17
日
午
後
か
ら
福
島
県
内
の
、
福

島
市
、
二
本
松
市
、
郡
山
市
、
三
春
町
、
鮫
川
村
、

三
島
町
、
昭
和
村
、
南
会
津
町
、
南
相
馬
市
、
楢

葉
町
、
い
わ
き
市
の
11
市
町
村
が
会
場
で
す
。 

申
し
込
み
期
間
は
、
７
月
２
日
～
８
月
31
日

ま
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
め
だ
か
の
学
校
事
務

局
榊
原
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

■
遠
州
の
小
京
都 

森
町
『
森
ほ
た
る
』 

町
並
み
を
行
灯
で
と
も
す
、
森
の
夏
の
風
物
詩

『
森
ほ
た
る
』
が
、
８
月
５
日
か
ら
15
日
の
夕

暮
れ
か
ら
夜
９
時
頃
ま
で
行
わ
れ
る
。
人
と
人
、

人
と
町
、
町
と
人
、
新
た
な
出
会
い
の
場
。
「
見

に
イ
ベ
ン
ト
」
も
。
問
合
せ
は
、
松
下
信
義 

０

９
０
・
３
３
６
７
・
４
６
４
３
へ
。 

 ■
農
村
の
文
化
と
歴
史
を
辿
る
遠
州
大

念
仏
『
蝉
し
ぐ
れ
の
盆
』 

遠
州
大
念
仏
「
蝉
し
ぐ
れ
の
盆
」
が
８
月
14
日

（
火
）
午
後
５
時
半
か
ら
、
磐
田
市
敷
地
の
豊
岡

東
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
遠
州

大
念
仏
は
、
三
方
ヶ
原
合
戦
に
お
け
る
徳
川
・
武

田
両
軍
の
戦
死
者
を
弔
う
た
め
の
念
仏
踊
り
に

由
来
し
て
い
る
。
静
岡
県
西
部
地
区
を
中
心
に
、

約
70
組
が
遠
州
大
念
仏
保
存
会
に
所
属
し
て
い

る
。
今
回
は
敷
南
子
供
念
仏
、
敷
上
子
供
念
仏
の

子
供
念
仏
と
、
大
念
仏
の
加
茂
組
（
旧
豊
田
町
加

茂
）
、
寺
島
組
（
浜
松
市
浜
北
区
）
、
大
平
組(

磐

田
市
大
平)

が
出
演
。 

榊
原
幸
雄
メ
ダ
カ
が
実
行
委
員
、
鈴
木
亜
繪
美

メ
ダ
カ
が
司
会
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
協
力

金
は
５
０
０
円
。
問
合
せ
は
、
豊
岡
東
交
流
セ
ン

タ
ー(

０
５
３
９
・
６
２
・
６
６
６
９)

へ
。 

 ■
第
20

回
遠
州
横
須
賀
街
道
・
ち
っ

ち
ゃ
な
文
化
展 

10
月
26
日(

金)

～
28
日(

日)

、
城
下
町
遠
州

横
須
賀
の
ま
ち
な
み
を
舞
台
に
、
第
20
回
遠
州

横
須
賀
街
道
・
ち
っ
ち
ゃ
な
文
化
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
年
も
風
情
あ
る
民
家
・
商
家
や
、
空
き

家
や
空
き
地
な
ど
約
70
ヶ
所
の
会
場
に
１
０
０

名
近
い
作
家
さ
ん
が
集
合
、
ま
ち
な
み
と
美
の
晴

れ
舞
台
を
演
出
し
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
も
多
種
多
様
、

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
陶
芸
、
版
画
、
写
真
、

絵
画
、
ガ
ラ
ス
、
染
織
な
ど
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
作

家
さ
ん
が
期
間
中
は
在
廊
し
て
い
る
の
で
、
直
接

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
の
も
、
ち
っ

ち
ゃ
な
文
化
展
の
大
き
な
楽
し
み
で
す
。
マ
ク
ラ

メ
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
鈴
木
眞
弓
メ
ダ
カ
、

書
の
大
橋
藍
舟
メ
ダ
カ
は
今
年
も
出
展
し
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
当
日
は
近
郷
近
在
か
ら
メ
ダ
カ
生

が
う
よ
う
よ
、
町
な
か
で
き
っ
と
見
た
こ
と
の
あ

る
人
に
出
会
い
ま
す
よ(

笑)

初
日
26
日(

金)

は

午
後
１
時
か
ら
、
27
日(

土)

は
午
前
９
時
か
ら

夜
間
展
示
が
午
後
９
時
ま
で
。
28
日(

日)

は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。
い
つ

も
と
は
違
う
、
遠
州
横
須
賀
の
ち
ょ
っ
と
ヨ
ソ
ユ

キ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
感
じ
る
晴
れ
の
３
日
間
、
芸
術
の

秋
の
日
の
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
♪ 

（
鈴
木
武
史
メ
ダ
カ
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
人
・
ひ
と
・
ヒ
ト
…
だ
よ
り
』 

●
静
岡
市
清
水
区
の
花
井
孝
メ
ダ
カ
。
森
町
で
の

記
念
大
会
の
盛
会
お
疲
れ
様
で
し
た
。
め
だ
か
の

学
校
は
全
国
的
に
見
て
も
面
白
く
珍
し
い
組
織

と
申
し
ま
す
か
仕
組
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
実

現
に
よ
る
生
涯
学
習
の
実
践
で
す
。
こ
こ
ま
で
続

い
て
来
た
事
は
榊
原
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

申
し
ま
す
か
、
フ
ァ
ー
ジ
ー
で
ゆ
る
い
方
針
と
、

あ
の
“
犬
サ
ブ
レ
”
に
よ
く
似
た
い
い
加
減
さ
に

秘
密
が
あ
る
の
で
は
…
。
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

出
席
し
た
め
だ
か
の
生
徒
全
員
の
共
通
点
で
あ

る
こ
と
を
一
泊
二
日
の
小
国
神
社
学
校
で
再
認

識
を
い
た
し
ま
し
た
、
だ
っ
て
。
お
手
紙
は
だ
い

ぶ
省
略
し
ま
し
た
が
、
嬉
し
い
で
す
ね
。 

●
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
寒
気
団
船
木
耕
二
さ
ん

か
ら
大
同
窓
会
前
日
に
、
大
ホ
タ
テ
貝
１
８
０
個

が
届
く
。
翌
日
二
日
に
は
ご
本
人
も
会
場
に
。
こ

の
大
ホ
タ
テ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
大
活
躍
。
バ
ー



ベ
キ
ュ
ー
で
付
き
物
の
肉
。『
エ
ッ 

な
い
の
？
』 

手
違
い
で
買
い
忘
れ
た
、
だ
っ
て
。
慌
て
て
ウ
イ

ン
ナ
ー
買
っ
て
き
た
、
け
ど
と
。
い
や
～
め
だ
か

ら
し
い
。 

●
九
州
は
熊
本
玉
名
市
の
吉
田
富
明
さ
ん
。
赤
や

黄
色
や
緑
色
な
ど
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
ど
っ
さ
り
と

ど
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
本
人
は
別
の
便
で
会
場

入
り
。
ま
ぁ
、
こ
ち
ら
も
美
味
し
い
こ
と
。
ホ
タ

テ
と
ト
マ
ト
と
お
弁
当
で
お
腹
の
中
も
大
交
流

会
だ
っ
た
り
し
て
。
ハ
イ
。 

●
遠
州
は
森
町
の
甘
々
娘
。
三
時
間
半
の
授
業
に

途
中
登
場
。
一
人
２
分
、
一
グ
ル
ー
プ
20
分
。

Ａ
か
ら
Ｊ
ま
で
７
グ
ル
ー
プ
。
う
～
ん
、
そ
う
、

ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
。
そ
う
だ
ね
、
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
。

い
や
～
、
い
い
授
業
で
す
。 

●
浜
松
市
の
加
茂
光
廣
元
メ
ダ
カ
。
久
し
振
り
で

の
草
笛
で
の
校
歌
斉
唱
。
授
業
が
始
ま
る
の
に
見

え
な
い
。
「
し
ょ
う
が
な
い
、
村
木
謙
弌
メ
ダ
カ

の
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
で
い
こ
う
」
、
と
。
と
、
と
、

と
『
奇
跡
だ
』
と
飛
び
込
ん
で
き
た
。
い
ゃ
～
良

か
っ
た
、
良
か
っ
た
。
た
し
か
15
周
年
の
時
も

そ
う
だ
っ
た
よ
う
な
。
『
奇
跡
は
二
度
起
こ
る
』

ナ
～
ン
チ
ャ
ッ
テ
。 

●
千
葉
県
松
戸
市
の
滝
川
徹
元
メ
ダ
カ
。
浜
松
を

離
れ
て
20
年
余
。
毎
日
新
聞
浜
松
支
局
長
時
代

の
二
年
半
は
至
福
の
時
だ
っ
た
。
い
ま
だ
に
帰
り

た
い
魅
力
の
地
域
。
毎
日
新
聞
定
年
後
の
今
は
、

環
境
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
。
浜
名
湖
も

天
竜
川
も
都
田
川
も
太
田
川
も
待
っ
て
い
る
。
こ

り
ゃ
、
再
入
学
だ
ね
。
メ
ダ
カ
も
ま
っ
て
ま
～
す
。 

●
福
岡
県
築
上
町
の
信
田
淳
元
メ
ダ
カ
。
な
ん
と

33
回
め
だ
か
の
学
校
給
食
係
。
福
岡
の
四
人
を

代
表
し
て
給
食
づ
く
り
に
。
大
同
窓
会
に
は
九
州

か
ら
出
席
。
25
歳
の
時
、
突
然
若
年
性
糖
尿
病

と
言
わ
れ
、
生
き
る
希
望
を
な
く
し
た
時
、
糖
尿

病
専
門
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
た
言
葉
に
人
生
を

大
き
く
変
え
ら
れ
た
、
と
。
糖
尿
病
と
つ
き
あ
っ

て
40
年
。
い
ま
だ
現
役
だ
っ
て
。
ま
た
給
食
当

番
で
来
て
、
社
会
科
「
糖
尿
病
と
め
だ
か
の
学
校

の
給
食
」
信
田
淳
先
生
（
福
岡
県
築
上
町
）
～
い

い
な
ァ
、
と
思
っ
た
り
し
て
。 

●
所
沢
市
の
木
村
智
子
メ
ダ
カ
。
大
同
窓
会
で
久

し
ぶ
り
す
ぎ
た
ら
し
く
、
お
じ
さ
ん
方
に
「
お
ば

さ
ん
に
な
っ
た
。
誰
か
分
ら
ん
か
っ
た
」
と
口
々

に
言
わ
れ
て
悲
し
か
っ
た
で
す
、
だ
っ
て
。
ホ
ン

ト
失
礼
し
ち
ゃ
う
ね
。
お
孫
さ
ん
元
気
？
。
う
れ

し
そ
う
に
写
真
を
送
っ
て
く
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
ま
ァ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

頑
張
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
ね
。 

●
磐
田
市
の
福
井
紀
男
メ
ダ
カ
。
大
同
窓
会
で
窓

際
の
少
女
な
ど
絵
画
数
種
類
を
写
真
（
は
が
き
サ

イ
ズ
）
に
し
た
も
の
を
出
席
者
に
配
る
。
絵
を
描

く
こ
と
で
ガ
ン
で
萎
え
る
気
持
ち
を
、
前
に
向
か

せ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。 

●
浜
松
市
の
藤
波
公
子
メ
ダ
カ
。
大
同
窓
会
に
出

席
す
る
つ
も
り
が
、
入
院
で
出
来
ず
。
記
念
誌
の

購
入
の
申
し
込
み
と
一
緒
に
過
分
な
寄
付
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

●
豊
橋
市
の
森
田
泰
子
元
メ
ダ
カ
。
静
岡
市
の
原

崎
小
百
合
元
メ
ダ
カ
、
東
栄
町
の
森
下
幸
子
元
メ

ダ
カ
、
横
浜
市
の
山
根
圭
二
メ
ダ
カ
か
ら
も
寄
付

や
記
念
切
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に

は
お
礼
に
「
記
念
誌
」
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
。 

●
焼
津
市
の
静
代
さ
ん
。
言
い
出
し
っ
ぺ
の
平

ち
ゃ
ん
こ
と
故
平
山
豊
メ
ダ
カ
の
奥
様
。
本
日
は

め
だ
か
の
学
校
の
記
念
誌
を
お
送
り
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
亡
き
夫

の
仏
前
に
お
供
え
し
、
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
26

年
間
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
に
頭
が
下
が
り

ま
す
。
め
だ
か
の
学
校
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
と
。 

●
富
士
市
中
之
郷
の
柚
木
恵
美
子
元
メ
ダ
カ
。
め

だ
か
の
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
。
思
い
お

こ
せ
ば
夢
織
工
房
の
故
天
野
恵
美
子
さ
ん
に
誘

わ
れ
、
引
佐
の
「
つ
み
く
さ
」
を
訪
れ
た
の
は
二

十
余
年
に
も
な
る
ん
で
す
ね
。
大
勢
の
め
だ
か
生

に
触
発
さ
れ
、
「
富
士
川
ツ
子
の
会
」
を
立
ち
上

げ
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
、
多
く
の
学

び
と
出
会
い
を
享
受
し
ま
し
た
。
今
は
富
士
市
の

社
会
教
育
委
員
長
と
し
て
、
こ
の
３
月
に
提
言
書

を
取
り
ま
と
め
提
出
、
と
。
９
月
７
日
に
は
活
動

中
の
仲
間
と
『
遠
州
の
寺
め
ぐ
り
』
で
森
町
へ
出

か
け
る
、
だ
っ
て
。
ど
こ
か
で
バ
ッ
タ
リ
会
っ
た

り
し
て
…
。
い
い
で
す
ね
え
～
。 

●
浜
松
市
天
竜
区
水
窪
町
の
原
邦
司
メ
ダ
カ
。
磐

田
市
か
ら
故
郷
の
水
窪
町
に
転
居
。
『
脱
限
界
集

落
』
実
践
塾
み
さ
く
ぼ
を
立
ち
上
げ
る
。
県
西
部

地
域
の
人
た
ち
で
構
成
す
る
。
「
１
２
０
学
会
」

の
理
事
。
「
１
２
０
学
会
水
窪
支
部
」
を
地
元
の

仲
間
た
ち
十
数
人
で
こ
の
ほ
ど
設
立
し
た
。
『
水

窪
は
熱
く
て
明
る
い
ぜ
ヨ
』
と
。 

●
浜
松
市
の
石
野
裕
子
メ
ダ
カ
。
磐
田
市
敷
地
の

豊
岡
東
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
９
月
22
日(

土)

13

時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
う
た
ご
え
交
流
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
」
に
地
元
の
合
唱
団
コ
ー
ル
フ
ォ

ル
テ
と
コ
ラ
ボ
で
出
演
す
る
。
豊
岡
中
学
吹
奏
楽

部
、
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
グ
ル
ー
プ
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
も
加
わ
る
。
ぜ
ひ
聴
き
に
来
て
！
だ
っ
て
。 

●
愛
知
県
東
栄
町
の
伊
藤
静
男
メ
ダ
カ
。
７
月
８

日
に
磐
田
市
の
竜
洋
な
ぎ
の
木
会
館
で
行
わ
れ

た
和
太
鼓
集
団
『
志
多
ら
』
の
公
演
は
い
か
が
で

し
た
か
。
当
日
、
ロ
ビ
ー
で
皆
さ
ん
を
迎
え
る
予

定
で
し
た
が
、
体
調
を
崩
し
て
入
院
。
今
度
会
っ

た
と
き
教
え
て
ね
。
だ
っ
て
。
８
月
初
旬
手
術
予

定
、
と
。 

●
浜
松
市
の
古
橋
利
雄
メ
ダ
カ
。
浜
名
湖
で
自
然

漁
法
に
よ
る
魚
の
養
殖
を
や
っ
て
い
る
、
と
。
エ

サ
や
り
は
糸
の
先
に
つ
け
て
…
。
ど
う
、
あ
な
た

も
や
っ
て
み
た
ら
、
お
も
し
ろ
い
よ
、
だ
っ
て
。

こ
の
酷
暑
い
い
ね
え
。 

●
浜
松
市
引
佐
町
の
石
野
メ
ダ
カ
。
清
流
久
留
女

木
川
で
の
「
ア
ユ
の
友
釣
り
」
体
験
講
座
を
開
催

す
る
。
７
月
28
日(

土)

川
合
渕
公
園
を
中
心

に
！
募
集
人
数
は
10
人
。
４
年
目
を
迎
え
る
が
、

例
年
好
評
で
多
く
の
体
験
者
が
訪
れ
る
。
も
ち
ろ

ん
一
流
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
一
対
一
で
一

か
ら
指
導
し
て
く
れ
る
。
釣
果
は
２
時
間
で
多
い

人
は
十
匹
を
あ
げ
る
。
女
性
も
中
学
生
も
参
加
し

て
い
る
。
終
了
後
は
塩
焼
き
を
い
た
だ
き
な
が
ら

友
釣
り
の
魅
力
を
学
ぶ
。
友
釣
り
は
技
術
が
伴
い
、

指
導
し
て
く
れ
る
人
が
多
く
な
い
こ
と
と
装
備

に
お
金
が
か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
釣
り
人
が
減

少
し
て
い
る
。
伝
統
文
化
を
残
さ
な
く
て
は
と
漁

協
仲
間
の
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い
る
。
清
流
を

バ
ッ
ク
に
一
度
は
体
験
し
た
い
「
友
釣
り
」
、
久

留
女
木
川
で
ま
っ
て
ま
す
よ
。
と
。 

 

《
新
入
生
紹
介
》 

●
浜
松
市
の
埋
田
千
聡
メ
ダ
カ
。
日
本
童
謡
協
会

会
員
の
作
詞
家
で
、
一
つ
の
曲
を
使
っ
て
、
地
域

の
色
々
の
も
の
を
取
り
入
れ
て
作
詩
し
、
そ
れ
を

歌
に
す
る
。
そ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
、
と
。

本
島
慎
一
郎
メ
ダ
カ
推
薦
。 

 
 
 

×
×
× 

 
 
 

×
×
× 

今
回
は
紙
面
の
都
合
で
こ
れ
ま
で
。
鈴
木
偉
代

メ
ダ
カ
の
《
め
だ
か
春
秋
》
は
紙
面
の
都
合
で
次

回
に
ま
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 ■
め
だ
か
の
学
校
の
Ｈ
Ｐ
観
ま
し
た
か
？ 

建
学
25
周
年
・
開
校
１
０
０
回
を
記
念
し
て
、

Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
１
０
０
回
記

念
の
募
集
要
項
や
、
開
校
前
後
の
写
真
な
ど
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
随
時
、
「
め
だ
か

の
学
校
便
り
」
や
、
メ
ダ
カ
生
が
関
わ
っ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
く
予
定

で
す
。
こ
ん
な
情
報
を
発
進
し
て
欲
し
い
！
と
い

う
方
は
、
め
だ
か
の
学
校
事
務
局
０
８
０
・
１
６

１
２
・
９
１
３
０
か
、
村
田
徳
治
０
８
０
・
１
５

６
０
・
５
９
１
６
【m

a
i
l
@
k
o
d
a
w
a
r
i
.
j
p

】

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ※
お
も
し
ろ
人
立
「
め
だ
か
の
学
校
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス
は
、 

 
h
t
t
p
:
/
/
m
e
d
a
k
a
n
o
g
a
k
k
o
u
.
o
r
g
 

で
す
。
観
て
ね
！ 



      

■
め
だ
か
の
学
校
開
校
１
０
０
回
記
念

の
記
念
誌
、
残
り
７
冊
の
み
！ 

 

い
ゃ
～
凄
い
！
「
め
だ
か
の
学
校
便
り
」
第
１

号
か
ら
１
０
０
号
ま
で
。
Ａ
４
版
、
４
６
０
頁
、

厚
さ
２
・
５
㎝
、
重
さ
１
２
５
０
ｇ
。
ま
さ
に
「
め

だ
か
の
学
校
」
25
年
の
歴
史
が
詰
ま
っ
た
記
念

誌
。『
地
域
づ
く
り 

人
づ
く
り 

自
分
づ
く
り
』

限
定
１
２
０
冊
。
購
入
を
希
望
さ
れ
た
人
に
は
お

渡
し
済
み
。
申
込
み
忘
れ
の
生
徒
も
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
７
冊
の
み
残
し
て
お
き
ま
し
た
。 

 

■
事
務
局
だ
よ
り 

猛
暑
が
続
き
ま
す
。
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
７
月
初
め
に
は
西
日
本
を
中
心
に
集
中
豪
雨

に
よ
る
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
々
に
は
一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

お
も
し
ろ
人
立
「
め
だ
か
の
学
校
」
建
学
25
年
、

開
校
１
０
０
回
。 

め
だ
か
の
学
校
は
平
成
５
年
９
月
３
日
、
現
在

建
物
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
浜
松
市
引
佐
町
奥
山
の

「
い
な
さ
自
然
休
養
村 

つ
み
く
さ
」
を
学
舎
に
、

開
校
し
ま
し
た
。
今
年
の
６
月
１
日
で
丸
25
年
、

開
校
１
０
０
回
と
な
り
ま
し
た
。
開
校
１
０
０
回

を
記
念
し
て
、
30
年
６
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）

の
２
日
間
、
遠
州
は
森
町
の
小
国
神
社
大
宝
殿
を

学
舎
に
お
借
り
し
て
、
『
開
校
１
０
０
回
記
念
大

同
窓
会
』
と
銘
打
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
三
時
間

半
に
わ
た
る
授
業
、
大
交
流
会
の
給
食
の
時
間
。

な
ん
ら
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
い
の
は
、

『
さ
す
が
！
め
だ
か
の
学
校
』
と
言
わ
れ
る
所
以

で
し
ょ
う
か
。 

６
月
２
日
（
土
）
12
時
45
分
に
小
國
神
社
本

殿
前
に
集
合
し
て
、
13
時
よ
り
小
國
神
社
本
殿

に
て
参
拝
。
大
宝
殿
で
は
受
付
開
始
。
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
の
現
役
生
、
Ｏ
Ｂ
、
応
援
団
な
ど
懐

か
し
い
人
達
が
ぞ
く
ぞ
く
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

14
時
か
ら
、
一
人
２
分
、
一
グ
ル
ー
プ
10
人
で

20
分
、
Ａ
班
か
ら
Ｊ
班
七
グ
ル
ー
プ
の
授
業
。

先
ず
は
山
中
幸
子
メ
ダ
カ
の
進
行
で
開
会
宣
言
。

校
歌
斉
唱
、
あ
れ
？
伴
奏
の
加
茂
光
廣
さ
ん
が
い

な
い
。
そ
の
時
「
間
に
合
っ
た
。『
奇
跡
だ
』」
と
、

と
び
込
ん
で
き
て
、
無
事
に
７
年
ぶ
り
の
草
笛
伴

奏
の
校
歌
斉
唱
が
終
わ
る
。
そ
し
て
『
建
学
の
精

神
（
こ
こ
ろ
）
』
の
唱
和
、
実
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
、
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
。
め
だ
か
の

学
校
の
初
め
の
頃
を
知
ら
な
い
生
徒
も
多
い
の

で
、
水
島
加
寿
代
メ
ダ
カ
が
紙
芝
居
『
め
だ
か
の

学
校
誕
生
も
の
が
た
り
』
で
分
か
り
易
く
説
明
。 

い
よ
い
よ
３
時
閑
半
の
授
業
の
始
ま
り
で
あ

る
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
授
業
内
容
は
、
紙
面
の
都

合
で
書
け
な
い
の
で
、
カ
ラ
ー
の
『
別
刷
り
、“
め

だ
か
の
学
校
便
り
”
特
別
号
』
で
雰
囲
気
を
感
じ

と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

そ
れ
に
し
て
も
３
時
間
半
。
中
に
は
時
間
を

オ
ー
バ
ー
し
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
て
も
堂
々
と
し
ゃ

べ
り
続
け
る
人
も
。
と
は
い
え
一
時
限
一
班
20

分
の
時
間
は
し
っ
か
り
守
り
、
途
中
「
甘
々
娘
」

も
出
て
、
い
や
ァ
い
い
授
業
で
し
た
。
さ
す
が
「
め

だ
か
生
」
で
ご
ざ
れ
ば
…
。
ハ
イ
。 

お
待
ち
兼
ね
の
大
交
流
会
は
18
時
か
ら
。
特

別
注
文
の
お
弁
当
も
届
い
て
。
司
会
、
進
行
は
鈴

木
武
史
メ
ダ
カ
と
ふ
た
り
の
加
藤
メ
ダ
カ
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
３
人
の
若
者

に
よ
る
「
志
多
ら
太
鼓
」

の
演
奏
。
空
い
て
い
る
お

腹
も
共
鳴
!?
。
つ
づ
い
て

「
第
13
回
全
国
ま
ち
づ

く
り
in
熊
本
玉
名
」
か
ら
、

吉
田
富
明
さ
ん
が
参
加
の

呼
び
か
け
を
す
る
。
い
よ

い
よ
給
食
の
時
間
、
加
藤

真
知
子
メ
ダ
カ
の
『
い
た
だ
き
ま
～
す
！
』
で
は

じ
ま
り
は
じ
ま
り
！
。
２
分
の
授
業
で
し
ゃ
べ
り

足
り
な
か
っ
た
「
め
だ
か
生
」
。
お
弁
当
と
大
ホ

タ
テ
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
焼
か

れ
た
お
料
理
の
数
々
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
な
つ

か
し
い
！
」「
ど
ち
ら
さ
ま
で
」「
エ
ッ
、
う
そ
～
」
。

口
も
お
腹
も
大
交
流
で
ご
ざ
い
ま
す
。
「
犬
サ
ブ

レ
音
頭
」
が
と
び
出
し
た
り
、
交
流
会
大
締
め
は

マ
ジ
シ
ャ
ン
世
田
新
造
の
『
マ
ジ
ッ
ク
の
世
界
』。

21
時
み
ん
な
で
片
付
け
し
て
大
交
流
会
も
終
了
。

帰
る
人
と
、
夜
ナ
ベ
談
義
す
る
人
と
…
。
大
広
間

に
は
布
団
も
敷
か
れ
、
女
性
は
２
階
に
、
お
や
す

み
な
さ
い
…
。
語
り
足
ら
ず
日
を
ま
た
ぐ
人
も
。 

６
月
３
日
は
朝
６
時
起
床
。
６
時
半
、
朝
食
前

に
小
国
神
社
の
ト
イ
レ
の
掃
除
。
榊
原
淑
友
先
生

の
指
導
の
も
と
『
便
教
会
』
。
心
も
爽
や
か
に
。

８
時
か
ら
の
朝
食
、
ご
飯
も
み
そ
汁
も
格
別
に
美

味
し
い
。
余
っ
た
ご
飯
は
お
む
す
び
に
し
て
『
森

の
町
め
ぐ
り
』
の
お
伴
に
。
村
松
達
雄
メ
ダ
カ
の

案
内
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
販
売
所
、
萩
寺
、
天
宮

神
社
、
半
夏
生
の
群
生
地
な
ど
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
巡
る
。
残
っ
た
人
た
ち
は
大
宝
殿
の
片
づ
け
と
。

12
時
30
分
大
宝
殿
に
戻
っ
て
解
散
式
。
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
。
良

か
っ
た
ァ
、
楽
し
か
っ
た
ァ
の
言
葉
に
心
満
た
さ

れ
る
２
日
間
で
し
た
。
感
謝
！ 

さ
て
、
第
26
期
、
第
１
０
１
回
の
職
員
会
議

を
６
月
29
日
（
金
）
19
時
か
ら
学
舎
で
開
く
。

草
地
博
昭
校
長
と
職
員
16
人
で
開
く
。
第
１
０

１
回
は
平
成
30
年
９
月
７
日
。
26
期
の

初
で

あ
る
の
で
、
26
期
の
通
年
テ
ー
マ
と
、
今
回
の

テ
ー
マ
を
話
し
合
う
。
授
業
の
方
は
、
２
４
０
キ

ロ
の
沙
漠
を
走
っ
た
川
島
安
一
メ
ダ
カ
の
話
を

聞
き
た
い
、
と
の
こ
と
で
決
ま
っ
て
い
る
。
内
容

も
「
古
希
爺 
沙
漠
を
走
る
」
。
色
々
意
見
が
出

た
が
、
論
語
の
「
７
０
に
し
て
…
」
の
一
部
を
引

用
し
て
『
心
に
欲
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
て
矩
（
の

り
）
を
踰
（
こ
）
え
ず
、
う
～
ん
難
し
い
』
に
。

通
年
テ
ー
マ
は
少
し
遊
ん
で
『
今
を
感
じ
つ
つ
、

新．
た
な
年．
は
「
ハ
ヤ
ブ
サ
号．
」
の
よ
う
に
…
』
。

今
と
い
う
現
実
を
見
据
え
つ
つ
、
夢
と
希
望
を
の

せ
て
…
。
ハ
イ
。 

■
第
26
期
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
が
… 

第
26
期
は
平
成
30
年
９
月
１
日
か
ら
31
年

８
月
31
日
ま
で
で
す
。
毎
年
度
入
校
手
続
き
が

必
要
で
す
。
未
提
出
の
生
徒
に
は
再
度
申
込
書
を

同
封
し
ま
す
。
８
月
31
日
ま
で
に
申
込
書
に
１

０
０
０
円
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
が
な
さ
れ
な
い
生
徒
は
名
簿
か
ら
は
ず
れ
自

主
退
学
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
新
し

く
入
校
を
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ま
し
た
ら
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
申
込
書
と
資
料
を
お
送

り
し
ま
す
。 

■
今
回
も
「
め
だ
か
の
学
校
だ
よ
り
」
遅

れ
て
ご
め
ん
な
さ
い
。 

い
つ
も
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
鈴
木

武
史
メ
ダ
カ
、
石
野
省
三
メ
ダ
カ
、
伊
藤
英
雄
メ

ダ
カ
、
本
島
慎
一
郎
メ
ダ
カ
、
田
村
進
治
メ
ダ
カ
、

ま
と
め
て
く
だ
さ
る
間
渕
亮
太
メ
ダ
カ
、
発
送
な

ど
の
お
手
伝
い
榊
原
明
美
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
。 

■
め
だ
か
の
学
校
だ
よ
り
の
原
稿
を
！ 

次
回
の
発
行
は
、
30
年
11
月
１
日
予
定
。
締

切
り
は
、
10
月
15
日
。
み
な
さ
ん
の
日
頃
の
活

動
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
情
報
を
手
紙
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
待
っ
て
ま
す
。
メ
ー
ル
の
方
は
、 

《m
a
b
u
c
h
i
-
t
r
d
@
y
r
.
t
n
c
.
n
e
.
j
p

》 

間
渕
亮
太
０
９
０
・
５
０
０
９
・
０
９
８
６
で
す
。

（
メ
ー
ル
の
方
は
割
付
の
関
係
も
あ
る
の
で
ご
一
報
を
。） 

■
め
だ
か
の
学
校
の
事
務
局 

〒
４
３
８
・
０
１
０
５
静
岡
県
磐
田
市
家
田
５

２
９
番
地
２
０ 

榊
原
幸
雄
方 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５

３
９
・
６
２
・
６
６
９
１
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
じ
） 

※
学
舎
「
一
宮
総
合
セ
ン
タ
ー
」
周
智
郡
森
町
一

宮
３
１
５
０
。
電
話 

０
５
３
８
・
８
９
・
７
７

３
０ 

開
校
日
の
午
後
４
時
以
降
の
み
使
用
可
。 

携
帯 

０
８
０
・
１
６
１
２
・
９
１
３
０ 


